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バードウォッチングへの誘い㉝　野鳥と絵画①

発表！開館20周年記念イヌワシ絵画コンクール入賞作品

蜂蜜の森から⑬「使い捨てミツバチ」

 

 

 







鳥海イヌワシみらい館 開館20周年記念
イヌワシ絵画コンクール 入賞作品発表！

環境省　東北地方環境事務所長賞

山形県知事賞

酒田市長賞

「ネズミをとったイヌワシ」

（イヌワシ）

酒田市立琢成小学校　2年
河西 蓮華

小学校低学年の部 小学校高学年の部 中学校の部 一般の部

小学校低学年の部 小学校高学年の部 中学校の部 一般の部

小学校低学年の部 小学校高学年の部 中学校の部 一般の部

「大空の王者」

（イヌワシ）

鶴岡市立朝暘第五小学校　4年
阿部 龍聖

「イヌワシの未来」

（イヌワシ）

鶴岡市立鶴岡第三中学校　3年
毛呂　七凰

「始まり」

（イヌワシ）

山形県立寒河江工業高等学校　1年
加藤　美月

「なかよし親子」

（フクロウ）

鶴岡市立朝暘第三小学校　1年
ザヤン・ザビル・オミヨ

「鳥海の王」

（イヌワシ）

山形大学附属小学校　6年
大黒　海翔

「狩りをするイヌワシ」

（イヌワシ）

鶴岡市立鶴岡第一中学校　2年
佐々木　依鞠

「狩場に立つ」

（クマタカ）

山形県飯豊町

金野　やよい

「もうきんるいの楽園」

山形市立蔵王第一小学校　3年
小泉　優月

「食事の時間」

（フクロウ）

鶴岡市立朝暘第五小学校　6年
工藤　結友

「生きるために」

（ハクトウワシ）

米沢市立米沢第一中学校　2年
遠藤　萌花

「風立つ」

（クマタカ）

京都府亀岡市

西久松　綾

（イヌワシ、アオバズク、オオコノハズク、ハヤブサ、

オオタカ、オオワシチョウゲンボウ、シロフクロウ）

 鳥海イヌワシみらい館の開館20周年を記念して募集していた「イヌワシ絵画コンクール」へたくさんのご応募い
ただきありがとうございました。審査によって選ばれた「東北地方環境事務所長賞」「山形県知事賞」「酒田市長

賞」の特選作品12作品、「奨励賞」10作品、「佳作」20作品の合計42作品を発表します。



奨励賞

佳作

「風をきって」

（サシバ）

米沢市立三沢西部小学校　3年

島扇　乙葉

「夕日にまぎれたフクロウ」

（シロフクロウ）

庄内町立余目第四小学校　3年

長南　椿稀

「よし原の狩人」

（チュウヒ）

水原市立安野小学校　3年

澤田　楽人

「夢に向かう3羽のフクロウ」

（フクロウ）

鶴岡市立朝暘第一小学校　3年

長南　椿稀

「ねずみをつかまえたフクロウ」

（ワシミミズク）

鶴岡市立櫛引西小学校　4年

色摩　頼人

「大空をはばたくトビ」

（トビ）

水原市立安野小学校　6年

澤田　和希

「自然界を生きぬくオオワシ」

（オオワシ）

豊田市立上鷹見小学校　4年

宮部　碧

「休息の時間」

（サシバ）

沖縄県中頭郡西原町

伊禮　敏則

「くつろぐイヌワシ」

（イヌワシ）

富山県富山市

宮原　政二

「ツバメくるころ」

（トビ）

京都府亀岡市

松岡　美保子

「ハヤブサが飛んでるよみつけた」

（ハヤブサ）

酒田市立黒森小学校　2年

星川　いぶき

「見つめるイヌワシ」

（イヌワシ）

酒田市立亀ヶ崎小学校　3年

伊藤　優希

「獲物を探しているイヌワシ」

（イヌワシ）

酒田市琢成小学校　3年

澤野　大樹

「つよいハクトウワシ」

（ハクトウワシ）

鶴岡市立朝暘第三小学校　1年

西塚　心吾

「イヌワシとヘビとのたたかい」

（イヌワシ）

鶴岡市立朝暘第三小学校　1年

蛸井　悠真

「よるのフクロウ」

（フクロウ）

鶴岡市立朝暘第二小学校　1年

浦川　美帆

「愛する家族」

（チョウゲンボウ）

三川町立東郷小学校　3年

五十嵐　琉奈

「大空とイヌワシ」

（イヌワシ）

鶴岡市立あつみ小学校　3年

佐々木　優衣

「自然の姿」

（イヌワシ）

酒田市立八幡小学校　4年

齋藤　里奈

「ウサギをとったぞ！」

（イヌワシ）

酒田市立八幡小学校　4年

池田　優來

「狩りの時間」

（イヌワシ）

酒田市立八幡小学校　4年

石垣　陽翔

「家族といっしょだけれど・・・」

（イヌワシ）

酒田市立八幡小学校　4年

佐藤　颯祐

「大山のオオワシ」

（オオワシ）

鶴岡市立朝暘第五小学校　4年

伊藤　和夢

「仲間」

（イヌワシ、ハヤブサ、トラフズク、サシバ）

酒田市立琢成小学校　5年

柳沢　さくら

「とびたつイヌワシ」

（イヌワシ）

鶴岡市立あつみ小学校　4年

五十嵐　咲陽

「ジー」

（イヌワシ）

酒田市立鳥海八幡中校　2年

加藤　凛々

「イヌワシ」

（イヌワシ）

山形県鶴岡市

芳賀　かすみ

「コロナウイルスなんかに負けない」

（イヌワシ）

山形県酒田市

赤塚　伸枝

「戻って来た母」

（イヌワシ）

酒田南高等学校　1年

高瀬　美来

「ハヤブサ」

（ハヤブサ）

山形県酒田市

佐藤　順



 

 
  

 

 

 

 

 

 

 　山形県内でのコロナウイルスの感染状況はひと段落しております。人間の活動の自粛が続き、動物たちや環境にとっては負荷の少

ない期間だったのかなとは思いつつも、世界の経済への影響は計り知れない大きなものでした。各地の自然情報をmoukin@raptor-

c.comまでお寄せください。

2020/4/24　「ムササビ」　新潟県

自宅近くの杉の木にて偶然出会った住

人。「( ﾟдﾟ)ﾊｯ!見られた！」という感じの表

情ですね。

撮影：波多様

2020/5/7　「コムクドリ」　酒田市

白い頭部に赤い頬模様。今年も繁殖の

ために日本にやってきたコムクドリです。

撮影：秋葉様

2020/5/18　「二ホンジカ」　遊佐町

ダム湖の中を悠々と歩くシカ。湖の浅瀬に

生える草を食んで森の奥に姿を消しまし

た。撮影：渡会様

2020/4/25　「アブラコウモリ」　鶴岡市

世界で今最もトレンドになっている生物の

コウモリも、生物多様性の中の一員です。

それぞれが必死で生きている宇宙船地球

号の仲間。お互い様なんです。

撮影：本間憲一

2020/5/22　「コウライウグイス」　酒田市

黄色すぎる！黄色と黒は道路標識にも使

われるほど組み合わせとしては目立つカラー

リングなわけです。鳥界の目立ちたがり屋に

決定！撮影：とし様

2020/5/20　「イソシギ」　酒田市

シギやチドリは庄内地方では旅鳥なので、

タイミングを合わせないと出会えません。

撮影：小池侑多様

2020/5/2　「アオジ（白変種）」　酒田市

カナリア？いえ、アオジの白変個体。名前

は青地なのに白変種だけども黄色いなん

て、ややこしすぎます！

撮影：齋藤修様

全国の動物情報コーナー

2020/4/11　「クマタカ」庄内町

森の王者はこの日も森をパトロール。この鷹

斑（たかぶ）が目に入らぬか～！

撮影：清原純哉様

2020/6/12　「ノゴマ」　酒田市

シックな装いの中で、のどにワンポイントで入

るオレンジが素敵です！鳥界のおしゃれさん

に決定！

撮影：とし様



 

イベント情報コーナー
開館20周年記念イヌワシ絵画コンクール作品展

お問合せ

鳥海イヌワシみらい館（猛禽類保護センター）

TEL　0234-64-4681　FAX　0234-64-4683

E-mil;moukin@raptor-c.com

夏休み体験プログラム
期  　日　令和2年8月1日（土）～16日（日）

時  　間　9：30～　10：15～　11：00～

　　　　　13：30～　14：15～　15：00～

会　　場　鳥海イヌワシみらい館・猛禽類保護センター

内　　容　①8月1日（土）～9日（日）

　　　　　蜜ろうそく作り・エコバッグ作り・サーモンフライ小物

　　　　　②8月10日（月）～16日（日）
　　　　　　　ハンドクリーム作り・ドリームキャッチャー作り・

　　　　　　　アントラースプーンフォーク作り

参 加 費　蜜ろうそく作り400円、エコバッグ作り300円

　　　　　　　サーモンフライ小物300円

　　　　　　　ハンドクリーム作り300円、ドリームキャッチャー作り300円

　　　　　　　アントラースプーンフォーク作り400円

申し込み　必要※3密防止のため予約制となります

募集定員　詳しくはお問い合わせください
※体験を希望される日の時間とプログラム内容をお知らせください。

TEL　0234-64-4681

moukin@raptor-c.com 

 
【巡回展日程】 
【① 酒田市総合文化センター  モール】 
住所 山形県酒田市中央西町 2-59 
期間 令和 2年 7月 18日（土）～26日（日） 
時間 9：00～22：00（日曜・祝日は 17：00まで） 

【② 鳥海イヌワシみらい館  展示室】 
住所 山形県酒田市草津湯ノ台 71-1 
期間 令和 2年 8月 1日（土）～9月 27日（日） 
時間 9：00～16：30 
 
【③ エス・モール イベント会場】 
住所 山形県鶴岡市錦町 2-21 
期日 令和 2年 10月 10日（土）～18日（日） 
時間 10：00～19：00 

応募いただいた全199作品の巡回展示を山形県庄内地域の下記3会場にて開催します。

8月1日より鳥海イヌワシみらい館・猛禽類保護セ
ンターに来てくれた方には開館20周年記念「オリ
ジナルボールペン」「ワッシーくん手ぬぐい」を

プレゼントします！なくなり次第終了となります

のでご了承ください。



 

 

 

編集後記＆施設情報

http://www.raptor-c.com/

 

無休休館日

猛禽類保護センター

Vol,35 夏号

7月～9月の開館情報
猛禽類保護センターは今年20

周年です！皆様に支えられて20

歳を迎えることができました。本

当にありがとうございます。これ

からもご指導ご鞭撻のほど何卒

宜しくお願い申し上げます。

（本）

蜂蜜の森から

希少種保護増殖等専門員
7月18日-は七十二候で「鷹

乃学習」。今年も休日モニ

タリングしていた庄内地域

の猛禽類、50ペア以上の巣

立ちを確認しました♪（長）

 

　山形県朝日町で蜜ろうそくの制作を通して、自然のすばらしさを伝えている安藤竜二さんによるコラムのコー

ナー第14回目です。蜂蜜の森を通して私たちが暮らす環境を見つめなおしてみませんか？

第14回「使い捨てミツバチ」
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　農薬で媒介昆虫がいなくなった農園では、ミツバチ

による花粉交配は欠かせません。採蜜を専門とする

養蜂家は、農園に花が咲く一時だけミツバチをレン

タルします。それが終わると農薬のない山奥で飼育

しハチミツを収穫します。

　しかし、農園だけで一生を終えるミツバチたちもい

ます。それは「使い捨てミツバチ」です。およそ3万匹

のセイヨウミツバチの家族を3000匹とか5000匹に分

け、段ボールやベニヤ板の粗末な箱に入れられ、女

王蜂なしで農家に販売されます。

　悲しいことに、花粉交配が終わったら巣門を閉めて

焼き殺されるという理不尽な運命の蜂たちです。（業

者によっては回収してくれます）人とミツバチのギブ・

アンド・テイクな養蜂に憧れる私には、正直心痛む現

実です。しかし、そんな蜂たちの大きな働きのおかげ

で私たちの食べる多くの野菜や果物が実っているの

が事実なのです。

　この蜂たちは大きな問題も抱えています。蜂数が

少ないため衛生状態を保てず、病気が発生しやすく

 

 

        

https://www.facebook.com/Raptoreagleraptor

9月末までイヌワシ絵画

コンクールの作品を展

示してます。見に来てく

ださい。（澤）

周辺の健康なミツバチの群れにも感染させてしまう

のです。自然界では、小さな群れのミツバチは、大

きな群れにハチミツを奪われて淘汰する摂理があ

ります。そのハチミツとともに病原菌も運ばれてしま

うというわけです。

　だから、販売業者は焼却処分することを前提に

農家に販売しているのですが、心やさしい農家さ

んは、殺せず、もしかしたら来シーズンも使えるの

ではという期待から放置してしまうのが現状なので

す。
 

 

 

 

 

 

 

           

安藤竜二（あんどう りゅうじ）

1964年生まれ。養蜂を学んだ後1988年

に、日本ではじめての蜜ロウソク製造

に着手。ハチ蜜の森キャンドル代表。

NPO法人朝日町エコミュージアム協会　

副理事長。アシナガバチ畑移住プロ

ジェクト主宰。編著『朝日岳山麓養蜂

の営み』（朝日町エコミュージアム研

究会発行）

 

 

 

 

受粉ハチ箱の移動

事務局
出退勤途中でクマ、アナグ

マ、イタチを目撃しました。

みなさんも来館の途中で出

会えるかもしれません。自

然の恵みを感じます。（後）


